
「
続
峡
中
家
歴
鑑
」
と
い
う
本

が
あ
る
。
明
治
二
十
五
年
十
月

の
印
刷
で
、
同
年
同
月
の
出
版

で
あ
る
。
山
梨
県
平
民
米
山
信

八
と
い
う
甲
府
市
、
遠
光
寺
に

居
住
す
る
人
物
の
編
集
で
あ
る
。

一
部
、
二
部
と
二
冊
に
収
録
さ

れ
た
甲
州
の
人
物
伝
で
あ
る
。

　
各
地
域
の
旧
家
を
探
訪
し
て

古
書
旧
記
を
収
集
し
、
そ
の
家

の
古
事
来
歴
を
く
ま
な
く
探
索

し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
に
は
、
「
姓
ハ
藤
原
ソ
ノ

祖
ハ
大
織
冠
鎌
足
ヨ
リ
出
ツ
」

と
い
う
よ
う
な
、
日
本
歴
史
の

古
代
史
に
直
結
す
る
よ
う
な
出

自
も
あ
っ
て
、
真
実
な
ら
と
心

を
と
き
め
か
せ
る
よ
う
な
記
述

も
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し

て
甲
斐
国
、
山
梨
峡
中
の
各
地

の
名
門
、
あ
る
い
は
そ
の
出
自

を
探
る
一
助
に
こ
の
「
峡
中
家

歴
鑑
」
は
な
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
思
う
。

　
郡
内
地
区
、
と
く
に
大
月
市

に
つ
い
て
は
、
他
地
区
に
み
ら

れ
る
武
田
氏
と
か
か
わ
る
文
書

や
事
歴
が
あ
ま
り
な
い
の
は
、

小
山
田
氏
と
の
関
係
か
ら
か
と

も
思
わ
れ
る
が
、
資
料
が
意
図

的
に
か
あ
る
い
は
自
然
に
消
滅

し
た
結
果
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

　
こ
の
「
続
峡
中
家
歴
鑑
」
に

採
録
さ
れ
た
人
物
は
三
〇
八
人

で
、
現
在
の
大
月
市
で
は
四
十

一
人
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
地

域
別
に
み
る
と
、
初
狩
十
二
人
、

大
月
十
人
、
賑
岡
六
人
、
七
保

四
人
、
猿
橋
四
人
、
笹
子
三
人
、

富
浜
一
人
、
梁
川
一
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
出
自
を
み
る
と
、
「
桓

武
天
皇
」
「
藤
原
鎌
足
」
「
源

為
朝
」
「
清
和
天
皇
」
「
新
羅

三
郎
義
光
」
「
武
田
家
の
一

族
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
歴

史
の
著
名
人
を
ま
ず
引
き
合
い

に
出
し
て
、
歴
代
の
事
績
を
並

べ
て
い
る
。
こ
れ
は
家
系
図
の

作
成
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
手

段
で
、
か
な
り
割
引
い
て
読
み

取
る
必
要
が
あ
る
部
分
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
に
も
、

そ
の
家
の
先
祖
が
努
力
し
、
確

実
に
構
築
し
た
事
績
を
見
逃
し

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
苦
心

し
た
跡
を
発
見
し
読
み
取
る
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
「
家
歴
鑑
」
に
載
録
さ

れ
て
い
る
大
月
市
の
四
十
一
人

の
中
で
、
一
人
を
選
ぶ
と
す
れ

ば
「
小
俣
タ
カ
」
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
「
続
峡
中
家
歴
鑑
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る
文
章
を
読

ん
で
み
よ
う
。

　
小
俣
タ
カ
　
北
都
留
郡
（
現

大
月
市
）
賑
岡
村
（
賑
岡
町
）

奥
山
組
に
あ
り
、
古
書
類
の
存

す
る
も
の
な
き
を
も
っ
て
調
ぶ

る
よ
し
な
く
、
菩
提
所
全
福
寺

に
つ
き
て
鬼
籍
簿
（
寺
の
過
去

帳
）
に
よ
り
知
得
せ
る
も
の
を

記
す
れ
ば
、
享
徳
三
年
（
一
四

五
四
）
中
、
五
郎
な
る
も
の
を

初
代
に
し
て
、
名
主
役
（
村
長

職
）
を
勤
務
せ
り
。
二
代
五
郎
、

当
村
、
葛
籠
（
つ
づ
ら
）
峠
へ

天
神
社
を
建
設
せ
り
。
三
代
武

一
郎
、
四
代
三
郎
右
衛
門
、
五

代
武
一
郎
に
し
て
（
累
代
名
主

役
を
勤
務
せ
り
と
い
う
）
、
六

代
五
郎
を
へ
て
七
代
を
藤
八
郎

と
い
う
。
寛
永
十
四
年
（
一
六

三
七
）
藤
八
、
三
郎
兵
衛
両
名

を
分
家
す
。
八
代
三
郎
右
衛
門

名
主
役
を
勤
務
す
。
九
代
岡
右

衛
門
、
二
男
を
連
れ
て
分
家
す
。

十
代
岡
右
衛
門
、
地
券
再
縄
受

（
土
地
を
測
量
す
る
こ
と
）
に

際
す
。
当
時
の
帳
簿
に
名
主
役

と
肩
書
き
せ
り
。
十
一
代
岡
右

衛
門
、
弟
権
兵
衛
を
分
家
す
。

十
二
代
彦
兵
衛
と
い
う
。
十
三

代
三
郎
右
衛
門
、
数
年
名
主
役

を
勤
務
せ
り
。
明
治
二
十
年
死

去
し
、
当
代
次
い
で
即
ち
十
四

代
と
す
。
ち
な
み
に
記
す
。
奥

山
組
、
春
日
大
神
の
社
は
長
享

二
年
（
一
四
八
八
）
中
、
五
郎

の
勧
請
し
た
る
も
の
な
り
と
云

う
。

　
こ
こ
で
「
甲
斐
国
志
」
を
見

て
み
よ
う
。
神
社
の
部
に
「
奥

沢
山
春
日
明
神
」
と
あ
り
、
続

い
て
「
葛
籠
山
天
神
宮
、
社
地

　
方
三
町
、
下
々
畑
八
畝
二
十

四
歩
、
大
豆
九
斗
四
合
」
の
記

述
が
み
え
る
。

　
次
に
「
山
梨
県
神
社
誌
」
を

み
る
と
、
「
春
日
神
社
、
鎮
座

地
賑
岡
町
奥
山
奥
平
三
二
三
七
、

祭
神
天
児
屋
根
命
（
あ
め
の
こ

や
ね
の
み
こ
と
）
（
以
下
三
神

略
）
」
と
由
緒
沿
革
が
続
い
て
、

大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
、
奥

山
村
の
小
俣
氏
が
大
和
奈
良
の

春
日
大
社
よ
り
勧
請
し
、
村
の

中
央
の
丘
陵
地
に
社
殿
を
造
営

し
た
の
に
始
ま
る
と
記
し
て
い

る
。
大
同
二
年
は
お
く
と
し
て

も
小
俣
氏
の
か
か
わ
り
は
史
実

と
し
て
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

　
次
に
、
小
俣
氏
に
よ
る
葛
籠

峠
の
天
神
社
建
設
で
あ
る
。
賑

岡
町
の
奥
山
地
区
は
、
こ
の
葛

籠
峠
、
通
称
天
神
峠
に
よ
っ
て

東
西
に
分
か
れ
て
い
る
。
西
奥

山
と
東
奥
山
で
あ
る
。

　
こ
の
峠
に
は
二
つ
の
伝
説
、

昔
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
つ

は
戦
国
時
代
、
岩
殿
の
落
城
悲

話
伝
説
で
あ
る
。
城
主
小
山
田

氏
の
夫
人
は
、
乳
の
み
児
を
抱

い
て
住
み
な
れ
た
城
を
後
に
し

た
。
落
城
の
時
が
迫
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
急
に
腕
の
中
の
赤

児
が
泣
き
出
し
た
。
そ
の
声
は

夜
の
静
寂
を
破
っ
て
谷
間
に
こ

だ
ま
し
て
辺
り
に
響
き
わ
た
っ

た
。
夫
人
は
敵
の
襲
来
と
思
っ

て
抱
い
て
い
た
赤
児
を
谷
底
に

投
げ
捨
て
た
。
そ
こ
は
稚
児
落

と
し
と
今
呼
ば
れ
て
い
る
。
夫

人
は
従
者
と
共
に
峠
に
た
ど
り

着
い
た
。
そ
の
時
従
者
の
一
人

小
幡
某
が
背
負
っ
て
い
た
葛
籠

が
重
く
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
を

投
げ
捨
て
た
と
こ
ろ
か
ら
葛
籠

峠
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

　
そ
し
て
後
に
、
小
俣
氏
が
こ

こ
に
天
神
社
を
建
設
し
た
の
で

天
神
峠
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
現
在
、
大
月
市
に
は

小
俣
姓
の
家
が
多
い
。
そ
れ
も

東
部
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

そ
し
て
小
俣
姓
に
か
か
わ
る
史

実
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

　
七
保
町
林
を
流
れ
る
川
は
小

俣
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
賑
岡

町
の
小
和
田
に
は
、
郡
内
の
坂

東
三
十
三
観
音
霊
場
の
第
二
十

四
番
札
所
、
小
俣
堂
と
い
う
観

音
堂
が
あ
っ
た
。
そ
の
ご
詠
歌

は
「
渡
り
え
て
心
す
ず
し
き
小

俣
川
み
の
り
の
岸
に
つ
く
ぞ
う

れ
し
き
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
観
音
堂
に
ま
つ
ら
れ
て

い
た
本
尊
は
、
馬
頭
観
音
像
で
、

見
事
な
木
像
彫
刻
で
あ
る
。
現

在
は
林
の
宝
鏡
寺
に
納
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
何

体
か
の
地
蔵
尊
像
が
あ
る
が
、

そ
の
中
に
享
保
四
年
（
一
七
一

九
）
の
年
号
と
「
小
俣
姓
」
の

名
が
刻
印
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

小
和
田
に
あ
っ
た
小
俣
堂
の
本

尊
と
共
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
賑
岡
町
畑
倉
に
春
日
神
社

が
あ
る
が
、
小
俣
将
監
な
る
も

の
が
創
建
し
た
と
棟
札
に
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
畑
倉
地
区
に

も
小
俣
姓
が
多
い
。

　
さ
ら
に
、
小
俣
姓
に
つ
い
て

は
、
笹
子
の
吉
久
保
に
あ
る
親

鸞
上
人
の
念
仏
塚
の
縁
起
に
も

登
場
し
て
い
る
。

　
昔
、
小
俣
某
の
葦
と
い
う
娘

が
嫉
妬
の
あ
ま
り
笹
子
川
に
身

を
投
げ
、
毒
蛇
と
な
っ
て
旅
人

を
苦
し
め
て
い
た
の
を
、
た
ま

た
ま
通
り
か
か
っ
た
親
鸞
上
人

が
な
だ
め
、
悟
り
の
道
へ
み
ち

び
い
た
こ
と
か
ら
ヨ
シ
が
窪
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

　
こ
の
よ
う
に
大
月
市
と
小
俣

姓
は
長
い
歴
史
を
秘
め
て
か
か

わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
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